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血液尿素微量測定法 
f葉大学医学割:医化学教室く主任 赤松教授〉
勝叉一良[5 
ICHIRO KATSUMATA 
尿素の微量定量には尿素をヂキサンチル尿素として分離し，ヂキサンチノレ尿素を濃硫酸に溶
解するとき発現する黄色を北色ずるキサントヒドローノレ法と，尿素をウレアーゼを用いて分解
し，発生ナるアンモニアを比色的に定量ナるウレア{ゼ法とがある。 
Fosse，(1)Beattie，(2)吉松，∞ Lee及び Widdowson(4)等のキサントヒドロ.-}レ法政生成ヂキ
サンチノレ尿素の遠心分離の際K，その結品の一部が液面に浮び、易きため沈澄としての完杢分離
が困難であり，またとの沈澄の洗携に際し，その溶解喪失を防止するととが困難であるO
ウレア{ゼの特殊性を利用して尿素から生成せられるアンモニアを定量する方法は， Con-
way，(5) Abelin，(6) Folin 及び、 Svedlerg(7 ) 及て~ Borsook(8)等により行われたが，との測定に 
Conwayと Abelinとは滴定法を， Folin及び Svedbergは Nessler法を， Borsookはフェ
ノ戸ノレ・ヒホ。グロリ vト法を採用して居るO アンモユアの分離には Folin及び、 Svedberg比二
つの試験管を連結して行う蒸溜法を用い， Conway，Abelin及び、 Borsook佐 Conwayのシγ
{レを用いた。
私は尿素定量にウレアーゼ法を採用し，生成アンモニアは Conwayのシγ{レで遊離拡散せ
しめ，前報告のアンモユア定量法〈めを応用し，好成績を得た。之の定量法によれば血液 O.lml
を用いてその尿素量を測定し得る。との方法を応用すれば，一般に酵素試験に於ける遊離アン
モェア生成を測定するととが出来る O
試 薬	 く5) 5%フ L ノー ノレ波
(1) ウレアーぜ液	 く6) 飽和重曹液
ウレアーゼ、液は始め Folin及び Youngberg(10)法 く7) アンナホルミン・ソーグi夜
に従ぃ調製したが，大豆粉又はナタマメ粉を 30%ァ く 4)~(7) の試薬調製法は前報に記載せる通 P
ノレコールで抽出ずるよりも，次に遮べるように燐酸 である。
緩街液くpH6.めで抽出した方が，尿素*解時に更 操 作
に綾街液を加える必要がなく使宜である。大豆.粉よ Conwayのシャーレの外室に燐酸塩緩街ウレアー
1.0.1 m清)JUlれに血液く叉はζl.をとり，1mゼ液	りナタマメ粉の方が強力であった。
ベームナット 19を2%酢酸で洗い，更に*で、 2 r国 をO.lml.の毛細脅ピペットで、加え，そのf昆液でピペ
M洗う。とれに pH6.8のー燐酸緩街液 20mJ..とナ ット内面をよく洗う。シャーレ内室に N 硫酸 1 m l.50 100 
タマメ粉又は大豆粉 19を加えs軽〈撹持し， 15分 を入れ， 17ぜリンで蓋を気密に閉じ， 370C に 10分
後に遠心沈澱し上清をウレアーぜ液として用う。 放置し， 10分後，蓋を少しずらし，その間隙から飽
(2) 旦硫酸 	  和炭酸カリ液 1ml.をシャーレ外室に加えて密閉し100 
(3) 飽和炭酸カリ液 た後，更に 370Cに1時間放置して，アンモニアを
炭酸カリ 115gを水 100ml.に溶解し，上請を用 硫酸中に拡散せしめる。ついで蓋をとり，内室の硫
う。	 酸を 0.2m1.の毛細管ピペットを用いつつ 10ml.の
く4〉 2ι硫安液〈基準被用〉
1000 	 目盛什試験管に移し，更に 0.5 ml.の水で 3回内室を
誌
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洗い，その都度洗?候液を試験管中に加ラ。以下前報
硫 安 濃 度|品|北|品(品告のように墨色し殴光係数を測定ナる。くA) との
く1m l.)本試験と共にウレアーぜ液 1ml.に7k0.1 ml.を加 c一DI 0.350.712 I I0.172 I .0 0.0沼
おみ 括'IJ晶、
ウレア Fーゼにより尿素を分解し，生成アジモニアを Conwayの拡散法と既報のインドフ"'.ノ
戸 Jレ法により定量した。本法により微量の尿素を正確に測定し得る。血液中の尿素定量には血
液又は血清0.1ml.で充分であお。血液と血清の尿素合量は相等しい。
え，同様に放置後アルカリ性にして，ウレア戸ゼ液に
由来ナるアジモニアを硫酸中に拡散させ，t誌素定量
の官検とする。くB) 又，基準液くC)として M
1000 
硫安 1ml.に7jc1.5 ml.を加えたものと，試薬盲検
くD)として水 2.5ml.とに試薬を加えで墨色ナる。 
計 算
尿素量 mg/per100ml.=LJ41三〔B1×60mg
くC)ーにD)
実 験 
M <，. M ，_(1) 一ーから rCいた忍硫安依 1m1.を用1000'--8000 
ぃ，'Conway法によ Pアジモニアを拡散させて墨色
させたものと，とれと同時に硫安液をそのまま墨色
させたものとはよ〈一致ナる吸光係数を示ナ。との
成績は Conwayの報告のようにアンモニアD拡散
は 1時間で 100%なるを示す。
表
(3) 同一血清につき数回の測定を行い.互いに
極めて一致する測定値を得た。 く単位 mg/per100 
m l.) 
表 4. 第 1 例
1 
く4) 同一全血につき数回の測定を行い，互いに
極めて一致ナ~i1{1j定値を得た。(単位 mg/per 100 
I 品
4~Õ I
一 円MM 一m 
0.626 
よく一致ナる吸党係数を示ナ。 
U 
一 醐  
0.161 0.0800.625 
く2) 尿素を本法により分解墨色 Cli!.-しめたもの
は，当量の硫安を直ちに墨色せし占うたものと極めて
表 2. 
濃 度
尿素 濃度 l品|ぷ|品 lぷ
くO.lml.)A-BI脳 0.3.剖 IoI 0.157 10醐 
lMlMlM
硫安 濃度一一 一014000 800000 200一 一一一 一一 
く1m1.) C一DI 
10
0.640 r 0.32t' 0.079 1.0.1611 
表 3. 
守 i -Ti可 '  
M
一 肌  
尿 i麗素 
(O.lml.) n u  
M 
200 
引品目 U 
A aヴ 
4
噌 i 
一 仰
M
n uヴ '
F11611llj
一l i l i - - - -
M 
800 
0.081 
ml.) 
表 6. 第 1 19r 
6 
表7. 第 2 19U 
1 
(5) 同 血液について，血清及び全血の尿素量
を各々 3回測定し，互いに一致ナ答値を得た。 く単
位 mg/per 100m l.) 
8.表 ' 
1 2 3 平均値 
凪清
2'>.. 29.1こE 
28.5血
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